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十
二
月
議
会
報
告

鳥
井
や
す
こ
の
一
般
質
問

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

①
検
査
体
制
の
充
実
を
！

鳥
井
：
令
和
３
年
７
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
本
市
に
お
い
て
も

感
染
の
第
5
派
の
影
響
を
大

き
く
受
け
た
が
、
今
後
発
生
し

得
る
第
6
派
に
備
え
て
検
査

体
制
や
検
査
対
象
の
見
直
し

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

当
局
：
２
学
期
開
始
時
に
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
お
よ
び
教

職
員
に
抗
原
検
査
を
お
こ
な
っ

た
。
10
月
に
延
期
さ
れ
た
成
人

式
を
行
う
際
に
も
出
席
者
全

員
に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
送
り

陰
性
を
確
認
し
て
か
ら
参
加

す
る
よ
う
安
全
確
保
に
努
め

た
。
ま
た
理
由
が
あ
っ
て
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
で
き
な
い
方
向
け
に

無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ

る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

一
月
臨
時
議
会
報
告

臨
時
市
議
会
が
1
月
20

日
に
開
か
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

う
経
済
対
策
と
し
て
国
が
実

施
す
る
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
へ
の
10
万
円
給
付
の
費
用

を
含
め
て
24
億
７
３
０
０
万

円
を
追
加
す
る
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
の
２
議
案
を

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

鳥
井
：
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
る
と
、
足
利
市
中
小
法
人
等

事
業
継
続
支
援
金
な
ど
の
新
型

コ
ロ
ナ
事
業
者
支
援
策
に
つ
い
て

行
政
書
士
に
相
談
で
き
る
窓
口

を
設
置
し
た
と
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
周
知
状
況
や
利

用
状
況
を
聞
き
た
い
。

当
局
：
感
染
拡
大
に
よ
り
疲
弊

し
た
市
内
経
済
の
支
援
策
と
し

て
、
11
月
に
「
足
利
市
中
小
法

人
等
事
業
継
続
支
援
金
」
の
申

請
受
付
を
始
め
た
。
11
月
15
日

か
ら
地
場
産
セ
ン
タ
ー
２
階
に

無
料
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

る
。
相
談
に
は
栃
木
県
行
政
書

士
会
足
利
支
部
の
会
員
行
政

書
士
が
当
た
っ
て
い
る
。
周
知
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
足

利
市
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

に
よ
る
も
の
と
、
行
政
書
士
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
の
協

力
も
受
け
て
い
る
。
相
談
件
数

は
12
月
13
日
時
点
で
約
80
件
の

申
請
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る

引
き
続
き
関
係
団
体
に
も
周
知

への
協
力
を
求
め
て
い
く
。

②
療
養
環
境
の
整
備
を
！

鳥
井
：
感
染
の
第
５
派
の
際
に

は
、
市
内
に
最
大
２
０
０
名
近

く
の
自
宅
療
養
者
が
い
た
と
認

識
し
て
い
る
。
自
宅
療
養
を
感

染
症
の
療
養
方
法
と
し
て
認
め

る
こ
と
は
医
療
の
放
棄
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
最
低
限
の
対
策

と
し
て
宿
泊
療
養
が
必
要
と

考
え
る
が
、
ど
の
程
度
対
応
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

当
局
：宿
泊
療
養
施
設
を
増
や

す
予
定
が
あ
る
。
ま
た
、
ど
う

し
て
も
自
宅
療
養
が
必
要
な

患
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

等
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

③
事
業
者
支
援
策

相
談
窓
口
の
周
知
を
！

２
．
障
が
い
者
支
援

の
充
実

当
局
：本
市
で
は
、
在
宅
の
障
が

い
者
が
通
院
等
で
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
た
と
き
、
タ
ク
シ
ー
料

金
の
一
部
を
助
成
す
る
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
る
。
（

1
枚
五
百
円
で
年
間
上
限
60

枚
）ま

た
、
栃
木
県
の
制
度
に
福

祉
有
償
運
送
が
あ
る
。
こ
れ
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど

の
非
営
利
法
人
が
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
使
用
し
て
移
動
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
を
対
象
に
通
院
・
通

所
・
レ
ジ
ャ
ー
等
を
目
的
に
有

償
で
行
う
、
車
に
よ
る
移
送
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
今
後
も
障
が
い
の

あ
る
方
や
要
介
護
状
態
に
あ
る

方
への
移
動
手
段
の
支
援
に
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

①
移
動
手
段
の
確
保

対
象
世
帯
が
給
付
を
受

け
る
の
に
は
申
請
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

（
（
概
要
は
左
記
、
詳
細
は

足
利
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
く
だ
さ
い
）

18
歳
以
下
の
子
ど
も
へ
の

10
万
円
給
付
に
関
し
て
、

昨
年
9
月
以
降
の
離
婚
に

よ
り
給
付
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
も
給
付
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

住民税非課税世帯に特別臨時給付金
10万円が受けられます!!

１．「住民税非課税世帯」への臨時特別給付金
対象世帯
基準日（令和３年１２月１０日）時点で市内に住所を有し、世帯全員が令和３年度
の住民税が非課税である世帯
返送期限
「確認書」を受け取ってから３カ月以内

給付額
１世帯あたり１０万円

２．「家計急変世帯」への臨時特別給付金
対象世帯（申請が必要です）
市内に住所を有し、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和３年１月以降

に家計が急変し、世帯員全員の収入額または所得額が住民税非課税世帯と同水
準にあると認められる世帯

問い合わせ：０２８４－２０－２１３１（足利市社会福祉課）
３．配偶者等からの暴力など（DV)を理由に避難している方へ
DV等の理由で住民票を動かさず、足利市に避難中の方も、「住民税非課税世帯」
「家計急変世帯」の要件に該当すれば給付金を受給できます。
なお、DV避難中であることの証明や収入額のわかる書類などが必要となります

問い合わせ：０５７０－０２２－１３５（専用コールセンター）

鳥
井
：
障
害
や
要
介
護
状
態
と

な
り
自
家
用
車
で
の
移
動
が
不

可
能
と
な
っ
た
方
へ
の
本
市
の
サ

ポ
ー
ト
は
不
足
し
て
お
り
、
裕

福
で
な
い
と
長
生
き
で
き
な
い

と
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
懸
念
が

あ
る
。
本
市
の
対
策
を
聞
き
た

い
。

申
し
込
み
は
検
査
拠
点
に
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い



お
ぜ
き
栄
子
の
一
般
質
問

１
．
環
境
基
本
計
画

①
Ｃ
Ｏ
2
排
出
ゼ
ロ
を

目
指
す
自
治
体
表
明
を

お
ぜ
き
：
第
３
次
環
境
基
本
計

画
（
Ｒ
3
年
10
月
）
に
お
い
て
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法

で
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
が
規
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
今
後
、
よ
り
一
層
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
さ
れ

て
い
る
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

市
長
：
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
普

及
促
進
に
よ
る
脱
炭
素
社
会

の
実
現
、
３
Ｒ
（ご
み
削
減
、
再

使
用
、
資
源
化
）
の
推
進
で
着

実
に
実
施
。

お
ぜ
き
：
全
国
で
２
０
５
０
年

ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
を
表

明
し
た
自
治
体
は
、
40
都
道

府
県
、
２
６
８
市
、
10
特
別
区

１
２
６
町
村
（
Ｒ
３
年
８
月
31

日
現
在
）
。
足
利
市
も
市
民
と

と
も
に
目
指
す
考
え
は
、
あ
る

の
か
。

当
局
：
第
３
次
環
境
基
本
計

画
の
中
で
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
る
。

２
．
子
育
て
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

お
ぜ
き
：
児
童
福
祉
法
で
は
市

町
村
は
乳
児
、
幼
児
そ
の
他
の

児
童
に
つ
い
て
保
育
を
必
要
と

す
る
場
合
、
当
該
児
童
を
保
育

所
に
お
い
て
保
育
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
本
市
に

お
い
て
も
地
域
に
必
要
な
保
育

を
確
保
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

当
局
：
現
状
は
、
市
内
の
保
育
の

必
要
量
を
確
保
し
、
提
供
体
制

は
、
整
え
ら
れ
て
い
る
。

①
保
育
の
質
を
高
め
る

保
育
士
配
置
基
準
の
改
善
を

３
．
原
油
価
格
の
高
騰
対
策

農
業
な
ど
を
含
む
事
業
者
の

経
営
を
守
る
上
で
燃
料
費
の

補
助
の
必
要
性
を
求
め
た
が

農
業
者
に
対
し
て
は
、
国
と
農

業
者
が
積
み
立
て
を
行
い
、
燃

料
価
格
が
高
騰
し
た
際
に
一

部
が
補
填
さ
れ
る
施
設
園
芸

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
事
業

中
小
企
業
事
業
者
対
策
は
、
信

用
保
証
協
会
等
に
お
け
る
相

談
窓
口
や
政
府
系
金
融
機
関

に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

貸
付
な
ど
の
周
知
。
市
独
自
の

対
策
の
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

お
ぜ
き
：
当
市
は
、
子
育
て
支
援

の
要
と
し
て
公
立
保
育
所
に
力

を
入
れ
て
き
た
。
今
後
も
力
を

入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が

考
え
を
き
き
た
い
。

市
長
：
公
立
が
い
い
、
民
間
が
い

い
と
い
う
議
論
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
保
育

の
質
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
ど

う
す
る
か
し
っ
か
り
議
論
し
た
い
。

お
ぜ
き
：
原
油
価
格
の
高
騰

は
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え

て
お
り
、
生
活
保
護
受
給
者
を

含
む
低
所
得
者
へ
灯
油
購
入

費
を
助
成
す
る
福
祉
灯
油
（
特

別
交
付
税
1
／
２
負
担
）
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局
：
今
後
の
原
油
価
格
の
動

向
、
本
市
の
気
候
状
況
と
と
も

に
近
隣
市
の
状
況
も
勘
案
し

研
究
す
る
。

お
ぜ
き
：
同
計
画
策
定
の
課
題

と
し
て
、
本
市
の
一
人
一
日
当

た
り
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
量
は

国
及
び
県
の
平
均
値
よ
り
多
く

更
な
る
減
量
化
と
分
別
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
重
点
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

市
民
及
び
事
業
者
と
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
：
足
利
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量

を
徹
底
的
に
推
進
。
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
を
は

じ
め
市
民
、
事
業
者
の
ご
協
力

を
頂
き
、
足
利
市
が
一
丸
と
な

っ
て
燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
む
。

2050年ＣО２排出実質ゼロ
表明自治体

2022年1月31日現在

＊534自治体
４０都道府県 319市
15特別区 １６０町村

＊栃木県及び市町村
栃木県 宇都宮市 鹿沼市
日光市 那須塩原市
大田原市 那須烏山市
那須町 那珂川町

再
質
問
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

分
別
も
含
め
て
、
市
民
と
事
業

者
へ
の
ご
み
の
減
量
を
積
極
的

に
働
き
か
け
る
こ
と
を
強
く
求

め
た
が
「
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に

周
知
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
」
と

い
う
消
極
的
な
部
長
答
弁
。
市

長
は
こ
れ
を
否
定
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

②
ご
み
の
減
量
を
積
極
的

に
働
き
か
け
よ
！

お
ぜ
き
：
同
計
画
の
脱
炭
素
社

会
の
実
現
で
、
生
活
路
線
バ
ス
利

用
者
数
の
目
標
値
（
19
万
３
０
０

０
人
実
績
）
を
18
万
人
に
し
た

理
由
は
な
に
か
。

市
長
：
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
較
す
る

と
約
７
割
利
用
。
国
の
調
査
も

同
様
の
傾
向
で
厳
し
い
状
況
と

な
る
見
通
し
と
な
る
の
で
目
標

値
を
18
万
人
と
し
た
。

市
民
の
要
望
の
強
い
路
線
バ

ス
の
拡
大
を
す
る
べ
き
と
こ

ろ
を
実
績
を
下
回
る
計
画
の

改
善
を
求
め
、
経
費
の
約
半

分
に
あ
た
る
特
別
交
付
税
（Ｒ

２
年
４
８
０
０
万
円
）
が
毎
年

交
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
目
標
値
の
引
き
上
げ

を
求
め
ま
し
た
。

③
利
用
者
数
の
実
績
を

上
回
る
目
標
を

コ
ロ
ナ
禍
で
保
育
士
の
配
置
基

準
は
、
重
要
で
す
。
5
歳
児
の

子
ど
も
30
人
に
一
人
を
25
人

と
基
準
な
ど
の
改
善
を
国
に

働
き
か
け
て
い
く
こ
と
。
子
ど

も
の
減
少
を
理
由
に
公
立
保

育
所
を
統
廃
合
で
は
な
く
、
自

治
体
で
で
き
う
る
基
準
な
ど

を
設
置
す
る
こ
と
が
経
営
難

に
苦
し
む
民
間
保
育
施
設
か

ら
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
か
を
指
摘
し
、
子
育
て

環
境
の
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

①
特
別
交
付
税
を
使
っ
て

福
祉
灯
油
実
施
を

３
．
発
達
障
害
、

適
応
障
害
へ
の
支
援

①
支
援
体
制

鳥
井
：
発
達
障
害
や
適
応
障

害
等
で
生
活
上
の
困
難
な
状

況
に
あ
る
方
と
そ
の
家
族
は
、

市
内
に
ど
の
程
度
い
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
て
い
る
の
か
。

当
局
：
発
達
障
害
や
適
応
障

害
の
方
の
人
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
害
の
程
度
が
様
々
で
、

障
が
い
者
手
帳
を
持
た
な
い

方
も
い
る
た
め
、
実
数
の
把
握

は
難
し
い
状
況
だ
が
、
精
神
科

へ
の
通
院
時
の
医
療
費
助
成
の

受
給
者
は
発
達
障
害
の
方
で

１
４
０
名
、
適
応
障
害
の
方
で

１
０
名
で
す
。
支
援
に
つ
い
て

は
就
労
移
行
支
援
や
就
労
継

続
支
援
・
居
宅
介
護
や
短
期

入
所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
頂
い
て
い
る
。
（
障
が
い

者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て
も

利
用
可
能
）

鳥
井
：
発
達
障
害
や
適
応
障

害
を
持
つ
方
で
も
条
件
が
合

え
ば
就
業
可
能
な
方
は
多
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
市
と

し
て
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

を
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局
：発
達
障
害
・
適
応
障
害

を
持
つ
方
の
特
性
を
把
握
し

た
上
で
の
日
常
生
活
を
含
め

た
相
談
窓
口
が
必
要
と
な
る
。

（社
）栃
木
県
若
年
者
支
援
機

構
の
協
力
で
毎
月
1
回
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

②
企
業
と
の
連
携

お困りごとはありませんか？

連絡先
日本共産党市議団
おぜき栄子 090-8004－0577
鳥井やすこ 090-1690－5106

お気軽にお声掛けをお願いします。
ワクチン接種予約もお手伝いします。
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